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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期

第１四半期
連結累計期間

第34期
第１四半期
連結累計期間

第33期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 8,162,845 8,653,285 33,242,203

経常利益 (千円) 343,977 326,420 1,564,148

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
(千円) 107,131 101,012 775,416

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 109,700 106,974 780,996

純資産額 (千円) 5,352,427 5,964,258 6,053,213

総資産額 (千円) 15,172,155 17,858,903 16,619,998

１株当たり四半期（当期）純

利益金額
(円) 14.90 14.05 107.87

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
(円) 14.77 13.91 106.80

自己資本比率 (％) 34.3 32.4 35.3

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当社は、平成27年６月30日付で、株式会社虹の街及び株式会社虹の街企画の全株式を取得する株式譲渡契約を締結

いたしました。

詳細につきましては、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載のと

おりであります。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済が一部になお緩慢さを残しつつも、先進国を中心

に回復する中で、国内においては、企業収益の改善に基づき、業況感は総じて良好な水準で推移しており、雇

用・所得環境の着実な改善を背景に、個人消費は底堅く推移するなど、緩やかな回復を続けております。

介護サービス業界においては、引き続き高齢化が進むなか、介護サービス受給者数が増加し、介護サービスの

需要は高まっております。その一方で、介護サービスの担い手である介護従事者については、有効求人倍率が依

然高い数値で推移するなど難しい状況にあり、人材の確保が経営上の課題となっております。

このような状況の中で当社グループでは、平成27年４月に行われた介護報酬改定による売上減少の影響を補う

よう、サービス体制の見直しを行い、介護保険法の定める要件を満たすことで、積極的に各種加算の取得を進

め、合わせて人材採用を強化すると同時に、新規お客様の獲得に注力してまいりました。また、人件費は増加傾

向にあるものの、その他費用を抑制し、利益の確保に努めてまいりました。

この結果、売上高は86億53百万円（前年同期比6.0％増）、営業利益は３億36百万円（同0.5％減）、経常利益

は３億26百万円（同5.1％減）及び親会社株主に帰属する四半期純利益は１億１百万円（同5.7％減）となりまし

た。

 

当第１四半期連結累計期間におけるセグメントの業績を示すと、次のとおりであります（セグメント間取引を

含む）。

 

・介護サービス事業

訪問系サービスにおいては、訪問看護サービスや居宅介護支援サービスで新規お客様の獲得により稼働効率も

高まり、売上及び利益が増加しました。その一方で、施設系サービスにおいては、デイサービスやグループホー

ムで介護報酬改定によるマイナスの影響を補いきれず、収益力が低下しました。その結果、売上高は84億１百万

円（前年同期比6.1％増）、営業利益は２億15百万円（同14.0％減）となりました。

 

・その他

その他では、セントワークス株式会社において介護保険請求ＡＳＰシステムの販売が順調に推移した結果、売

上高は３億76百万円（同7.0％増）、営業利益は64百万円（同22.8％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

 当社グループは、今後展開する事業活動のための資金確保を前提とした、健全なバランスシートの維持に努め

ることを財務方針としております。

 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末（以下「前期末」という）より12億38百万円（前期

末比7.5％）増加し、178億58百万円となりました。

流動資産は、前期末より11億54百万円（同16.7％）増加し、80億80百万円となりました。これは主に現金及び

預金が８億16百万円、売掛金が２億30百万円増加したことによるものであります。

固定資産は、前期末より84百万円（同0.9％）増加し、97億78百万円となりました。これは無形固定資産が54百

万円減少した一方で、有形固定資産が１億46百万円増加したことによるものであります。

流動負債は、前期末より４億49百万円（同9.6％）増加し、51億39百万円となりました。これは主に未払金が４

億１百万円増加したことによるものであります。

固定負債は、前期末より８億78百万円（同14.9％）増加し、67億55百万円となりました。これは主に長期借入

金が６億76百万円、リース債務が１億94百万円増加したことによるものであります。

純資産は、前期末より88百万円（同1.5％）減少し、59億64百万円となりました。これは主に利益剰余金が93百

万円減少したことによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,300,000

計 24,300,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成27年８月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,190,800 7,193,300

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 7,190,800 7,193,300 ― ―

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日

(注)１

2,200 7,190,800 821 1,010,660 821 842,610

(注)１． 新株予約権の行使による増加であります。

２． 平成27年７月１日から平成27年７月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が2,500株、資

本金及び資本準備金がそれぞれ1,454千円増加しております。

 

(6)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,187,800 71,878 ―

単元未満株式 普通株式 800 ― ―

発行済株式総数  7,188,600 ― ―

総株主の議決権 ― 71,878 ―

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

セントケア・ホールディング株式会社(E05354)

四半期報告書

 7/20



1【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,218,778 3,034,826

売掛金 ※１ 4,042,345 ※１ 4,273,273

たな卸資産 84,467 89,971

繰延税金資産 206,255 183,851

その他 384,220 507,768

貸倒引当金 △9,322 △8,860

流動資産合計 6,926,744 8,080,831

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,963,968 1,939,285

リース資産（純額） 3,134,125 3,305,864

その他（純額） 462,714 462,313

有形固定資産合計 5,560,808 5,707,462

無形固定資産   

のれん ※３ 582,052 ※３ 539,898

リース資産 20,285 18,503

その他 483,191 472,743

無形固定資産合計 1,085,528 1,031,146

投資その他の資産   

差入保証金 2,062,472 2,074,367

その他 984,937 965,499

貸倒引当金 △494 △404

投資その他の資産合計 3,046,916 3,039,462

固定資産合計 9,693,253 9,778,071

資産合計 16,619,998 17,858,903

負債の部   

流動負債   

買掛金 360,199 351,776

1年内返済予定の長期借入金 ※２ 895,834 ※２ 1,109,250

リース債務 124,074 130,929

未払金 2,086,229 2,487,272

未払法人税等 339,735 125,790

賞与引当金 390,637 309,405

その他 493,201 625,046

流動負債合計 4,689,911 5,139,470

固定負債   

長期借入金 ※２ 1,530,336 ※２ 2,206,420

リース債務 3,321,240 3,516,110

退職給付に係る負債 789,715 814,738

資産除去債務 57,028 56,832

その他 178,553 161,072

固定負債合計 5,876,873 6,755,174

負債合計 10,566,785 11,894,644
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,009,839 1,010,660

資本剰余金 841,789 842,610

利益剰余金 4,088,283 3,995,204

自己株式 △57 △57

株主資本合計 5,939,853 5,848,417

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 23,361 22,309

退職給付に係る調整累計額 △89,466 △84,628

その他の包括利益累計額合計 △66,104 △62,318

新株予約権 57,296 55,655

非支配株主持分 122,166 122,503

純資産合計 6,053,213 5,964,258

負債純資産合計 16,619,998 17,858,903
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 8,162,845 8,653,285

売上原価 7,120,331 7,591,156

売上総利益 1,042,513 1,062,129

販売費及び一般管理費 704,161 725,494

営業利益 338,352 336,634

営業外収益   

受取利息 1,717 1,684

受取配当金 2,532 2,087

受取保険金 3,080 6,797

受取家賃 3,645 5,104

補助金収入 20,755 2,534

助成金収入 9,570 8,039

違約金収入 － 10,000

その他 6,064 2,052

営業外収益合計 47,366 38,301

営業外費用   

支払利息 34,535 40,373

リース解約損 1,849 106

持分法による投資損失 － 7,302

その他 5,355 733

営業外費用合計 41,741 48,515

経常利益 343,977 326,420

特別利益   

固定資産売却益 99 －

特別利益合計 99 －

特別損失   

固定資産除却損 3,538 9,162

減損損失 － 399

特別損失合計 3,538 9,561

税金等調整前四半期純利益 340,538 316,859

法人税等 234,954 213,670

四半期純利益 105,583 103,188

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△1,547 2,176

親会社株主に帰属する四半期純利益 107,131 101,012
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 105,583 103,188

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 114 △1,052

退職給付に係る調整額 4,002 4,837

その他の包括利益合計 4,116 3,785

四半期包括利益 109,700 106,974

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 111,248 104,797

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,547 2,176
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【注記事項】

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

これによる当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。

なお、セグメント情報に与える影響は軽微であるため、記載を省略しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１ 債権譲渡残高

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

売掛金 1,223,094千円 1,285,215千円

 

※２ 財務制限条項

１年内返済予定の長期借入金及び長期借入金の合計額の内、以下の金額には財務制限条項が付されており、

各条項のいずれかに抵触した場合には、当該借入金の適用利率の変更及び返済期間を短縮することがありま

す。

① 各年度の決算期の末日における連結貸借対照表の純資産の部の金額を当該決算日の直前の決算期の末日又

は平成19年３月期の末日における純資産の部の合計金額のいずれか大きい方の75％以上に維持すること。

② 連結年度決算書において、連結損益計算書の経常損益の金額を２期連続して損失としないこと。

③ 連結年度決算書において、有利子負債残高から現預金及び正常運転資金額を減じた金額を、当該連結決算

期における経常利益の金額と償却費の合計金額から税金等支払額の合計金額を減じた金額で除して得た数値

が10を上回らないこと。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

１年内返済予定の長期借入金

及び長期借入金

165,000千円 150,000千円

 

※３ のれん及び負ののれんの表示

のれん及び負ののれんは、相殺表示しております。相殺前の金額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

のれん 585,044千円 542,820千円

負ののれん 2,992 2,921

差引額 582,052 539,898
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん並びに負の

のれんの償却額は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

減価償却費 122,052千円 138,457千円

のれんの償却額 39,369 42,224

負ののれんの償却額 △71 △71

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 179,714 25  平成26年３月31日  平成26年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 194,091 27  平成27年３月31日  平成27年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 介護サービス事業 計

売上高     

外部顧客への売上高 7,914,513 7,914,513 248,331 8,162,845

セグメント間の内部売上高又
は振替高

1,036 1,036 103,608 104,645

計 7,915,550 7,915,550 351,940 8,267,490

セグメント利益 250,145 250,145 52,395 302,540

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材派遣サービス、アウトソー

シング受託サービス、調剤薬局のフランチャイズ、ペット及びペット用品販売、動物病院、介護保険請求Ａ

ＳＰシステムの販売、少額短期保険業等の各事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 250,145  

「その他」の区分の利益 52,395  

セグメント間取引消去 479,463  

のれんの償却額 71  

全社費用（注） △443,723  

四半期連結損益計算書の営業利益 338,352  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 介護サービス事業 計

売上高     

外部顧客への売上高 8,400,318 8,400,318 252,967 8,653,285

セグメント間の内部売上高又
は振替高

1,011 1,011 123,485 124,497

計 8,401,329 8,401,329 376,453 8,777,782

セグメント利益 215,064 215,064 64,345 279,409

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材派遣サービス、アウトソー

シング受託サービス、調剤薬局のフランチャイズ、ペット及びペット用品販売、動物病院、介護保険請求Ａ

ＳＰシステムの販売等の各事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 215,064  

「その他」の区分の利益 64,345  

セグメント間取引消去 492,757  

のれんの償却額 71  

全社費用（注） △435,603  

四半期連結損益計算書の営業利益 336,634  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 14円90銭 14円05銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
107,131 101,012

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
107,131 101,012

普通株式の期中平均株式数（株） 7,188,562 7,190,762

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 14円77銭 13円91銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 66,094 72,086

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －
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（重要な後発事象）

（株式取得による企業結合）

当社は、株式会社虹の街及び株式会社虹の街企画の株式を取得し、子会社化いたしました。また、同日、株式

会社虹の街を存続会社、株式会社虹の街企画を消滅会社とする吸収合併を行いました。

１．企業結合の概要

（１）被取得企業の概要

①存続会社

被取得企業の名称　　株式会社虹の街

事業の内容　　　　　介護サービス事業

②消滅会社

被取得企業の名称　　株式会社虹の街企画

事業の内容　　　　　介護サービス事業

（２）企業結合を行った主な理由

秋田県において在宅介護サービスを幅広く展開している株式会社虹の街と、住宅改修を主要なサービスとし

て地域に密着した事業展開を行っている株式会社虹の街企画の株式を取得することにより、東北エリアにおけ

る事業基盤をさらに強化することを目的としております。

（３）企業結合日

平成27年７月１日

（４）企業結合の法的形式

株式取得

（５）結合後企業の名称

変更はありません。

（６）取得した議決権比率

100％

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が、現金を対価として全株式を取得したためであります。

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得原価　　　1,000,000千円

対価の種類　　現金

３．主要な取得関連費用の内訳及び金額

アドバイザリー費用等　　7,626千円

４．発生するのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

５．企業結合日に受け入れる資産及び引き受ける負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。

 

（取締役に対する株式報酬型ストックオプション（新株予約権）の割当）

当社は、平成27年６月25日開催の取締役会における決議に基づき、次のとおり平成27年７月14日開催の取締役

会にて当社取締役に対して新株予約権を割当てる旨の決議をし、平成27年７月15日に割当てをいたしました。

１． 新株予約権の割当対象者及び割当てる新株予約権の総数

当社取締役６名 94個（新株予約権１個当たりの目的である株式の数は100株）

２． 新株予約権の払込金額

新株予約権１個当たり120,500円

なお、当該払込みについては、割当てを受ける取締役が、当社に対して有する報酬請求権と新株予約権の払込

金額の債務とを相殺する。

３． 新株予約権の割当日

平成27年７月15日
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（簡易株式交換による完全子会社化）

当社及び当社の連結子会社である株式会社福祉の街は、平成27年８月14日開催のそれぞれの取締役会におい

て、当社を株式交換完全親会社とし、株式会社福祉の街を株式交換完全子会社とする株式交換を行うことを決議

し、両社の間で株式交換契約を締結いたしました。

１．本株式交換の概要

（１）株式交換完全子会社の概要

株式交換完全子会社の名称　　株式会社福祉の街

事業の内容　　　　　　　　　介護サービス事業

（２）本株式交換の目的

株式会社福祉の街の収益の全てをグループに取り込むこと及び株式会社福祉の街のガバナンスを強化するこ

とによりグループ経営を一層堅固にし、また、グループ間の人材流動性を高め効率的な経営体制の構築を行う

ことを目的としております。

（３）本株式交換の効力発生日

平成27年10月１日（予定）

（４）本株式交換の方式

当社を株式交換完全親会社、株式会社福祉の街を株式交換完全子会社とする株式交換です。

（５）結合後企業の名称

変更はありません。

（６）取得する議決権比率

33.33％

２．実施する会計処理の概要

本株式交換については、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日公表分）及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成25年９

月13日公表分）に基づき、共通支配下の取引等として処理を行う予定であります。

３．取得原価の算定等に関する事項

（１）被取得企業の取得原価及びその内訳

現時点では確定しておりません。

（２）本株式交換に係る割当ての内容

 
当社

（株式交換完全親会社）

株式会社福祉の街

（株式交換完全子会社）

本株式交換比率 1 8.92

本株式交換により

交付する株式数
当社普通株式：178,400株

（注１）株式会社福祉の街の普通株式１株に対して、当社の普通株式8.92株を割当て交付します。ただし、

当社が保有する株式会社福祉の街の普通株式40,000株については、割当て交付を行いません。

（注２）当社は、本株式交換により、株式会社福祉の街の普通株式20,000株に対して、当社の普通株式

178,400株を割当て交付します。その内、38株については当社が保有する自己株式を充当しますの

で、新たに発行する当社の普通株式は178,362株です。

（３）本株式交換比率の算定方法

本株式交換における株式交換比率の算定について、当社の株式価値については当社が上場会社であることを

勘案し、市場株価平均法により、株式会社福祉の街の株式価値については株式会社福祉の街が非上場会社であ

ることを勘案し、ディスカウンテッド・キャッシュ・フロー法により算定を行っております。なお、算定の基

礎として用いた株式会社福祉の街の将来の利益計画については、大幅な増減益を見込んでおりません。

当社は、上記算定結果を参考に、両社の財務状況、資産状況、将来の見通し等の要因を総合的に勘案して、

株式会社福祉の街と協議の上、前記２.（２）のとおり株式交換比率を決定し、それぞれの取締役会において

決議いたしました。なお、当社取締役の安藤幸男は株式会社福祉の街の代表取締役及び株主であり、当社常務

取締役の田村良一は株式会社福祉の街の取締役であり、利益相反を回避するため、当該取締役会の審議及び決

議には参加しておりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成27年８月14日

セントケア・ホールディング株式会社

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 齊   藤   文   男   ㊞

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 野   口   昌   邦   ㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセントケア・
ホールディング株式会社の平成27年４月1日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成
27年４月１日から平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）
に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び
注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セントケア・ホールディング株式会社及び連結子会社の平成27年６月
30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる
事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以 上

 
 
 
(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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